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基本文を参考に伝えたいことを話して伝える力を育てるために、語句のまと

まりとその順番を意識することが必要だと考えた。その補助としてカードを並

べる活動を行うことの有効性を、本研究において明らかにすることを目指した。

手立てとして、指導者がカードを並べて文を作る様子を見る活動と、タブレット

上でカードを並べて文を作る活動を行った。カードは、主語、助詞“can”、動詞

句を色で分け、意味を表すイラストを付けたものを用いた。 

成果として、「カードを並べる活動が、語順の違いを意識すること、伝えたい

ことを伝える文を作る力を育むことの助けになった」「カードに色とイラストを

付けたことが、文を作る助けになった」「個人での活動が、語順に意識を向ける

助けになった」の 3点が挙げられる。一方で、理解が不十分な児童もいたため、

カードを並べる活動を、他の場面でも行っていくこと、児童の実態に合わせて活

動を発展させることを通して改善していく。 


